
大
正
四
年
六
月
三
守
-
周
期
三
司
商
慣
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認
可
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二
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一
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完
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叢

買
上
積
の
課
税
方
法

関
民
生
命
史
観

貸
借
封
照
表
の
問
題
:
・
・

・申書岨

檎
人
統
制
心
目
的

禁

輔

載

法
事
博
士
神
戸
正
雄

一
:
:
:
組
一
情
感
博
士
石
川
興
二

:
:
・
講
話
鳩
山
土
蜂
川
虎
ゴ
一

-
梶
山
章
一
博
士
谷
口
吉
彦

叩

町

内

九

園
際
的
再
保
険
と
儒
替
相
場
の
建
動
・
:
瓶
一
四
一
棋
士
佐
波
守
一
千

シ
ユ
ラ
!
の
保
護
貿
易
論
:
・
:
:
:
:
E
i
-
-
-

経
済
皐
士
岡
倉
伯
土

i
ヮ
ダ
ル
の
貨
幣
論
に
つ
い
て
:
;
・
:
・
:
経
済
取
士
服
部
新
一

品
目
詞
#
四
日

土
地
利
用
組
合
に
闘
ナ
る
一
資
料
・
:
・
・
事
皐
博
士
八
木
芳
之
助

ス
タ
ハ
ノ
ア
運
動
:
:
:
;
:
-
空
間
血
中
士
大
塚
一
朗

農
民
の
税
外
貨
捨
:
・
・
・
:
・
-
制

t
Z士
柏

井

象

雄

制

問

鵠

刷

新
着
外
間
経
済
雑
誌
主
要
論
題

且



大
記
四
揮
六
月
二
ヤ
一
日
第
三
種
轟
債
噛
菖
↓
型
客
聞
こ
一
回
}
日
韓
骨
)

縄
済
論
叢
第
四
十
四
巻
第
三
挽
附
録
昭
和
十
二
年
三
一
月

京

都

静

岡

大

事

経

-済

皐

曾

。
宋
掴
年
度
授
業
揖
任

占
不
思
十
年
度
技
選
拘
一
押
印
内
定
せ
し
も
り
左
♂
如
し
。

料
消
原
論
救
授
山
川
保
足
。

統市川山崎
γ

策
一
暗
殺
授
財
沼
静
治
。

続
刊
川
町
唱

娘
二
将
助
敬
授
川
崎
川
虎
三
。
椛
民
政
策
教
授
八
木
芳
之
助
。
財
政
品
十
数

授
汐
足
三
郎
。
祉
命
政
策
殺
授
作
川
十
代
↓
。
同
州
際
組
消
論
教
徒
作
川
和

一
。
尚
業
経
済
問
暗
殺
伐
符
口
吉
彦
。
料
消
史
教
岐
本
山
地
明
治
郎
。
県
津

経
済
措
史
教
投
木
市
栄
治
郎
。
純
情
川
哲
翠
殺
後
石
川
興
一
一
。
保
険
同
事
救

伐
小
島
日
日
太
郎
。
純
情
皐
史
殺
投
石
川
興
一
一
。
工
業
経
済
事
助
教
授
大

塚
一
朗
。
折
川
間
学
機
織
講
師
米
川
庄
太
郎
。
行
政
法
総
論
教
授
技
法
ポ
太

郎
。
民
法
総
別
役
授
行
川
丈
次
郎
。
民
口
氏
債
樺
教
授
向
島
順
。
民
法
物

権
助
教
授
於
保
不
二
権
。
民
法
税
族
相
禎
教
授
近
藤
英
吉
。
商
法
総
則

人
河
川
枇
問
攻
授
犬
森
忠
夫
。
商
法
尚
一
汀
得
手
形
講
川
島
賀
陽
然
良
。
向
法 々

幸良

第
八
十
六
鏡

保
険
潟
市
助
殺
段
心
へ
隔
た
唯
。

へ
教
授
川
部
静
治
。
教
授
A

品
川
保
馬
。
教
授
県
E
m
M。
教
授
小

一
品
目
太
郎
。
教
授
作
間
荘
一
。
教
授
汐
見
一
一
一
郎
。
教
授
石
川

料
消
慣
習
ム
一
興
一
一
。
教
授
符
U
吉
彦
。
教
授
八
木
芳
之
助
。
助
殺
授
時
川

5
2一
。
助
殺
授
巾
川
典
之
助
。
助
殺
授
大
塚
一
朗
。

「
山
市
一
一
串
Ua

英
純
噛
問
主
H

4

第
二
事
午

f

第
一
三
事
年

助
救
授
地
川
虎
=
一
。
瑚
教
授
明
江
保
掛

助
欽
授
堀
江
保
議

『
第
一
皐
年

濁
経
済
書
士
山
市
二
事
年

F

箔
一
二
嶋
中
川
中

助
教
授
巾
川
輿
之
助
。
助
教
段
大
坂
一
朗

働
経
済
干幸

一第百手
、事

三三 5ド
皐
-"1三股j
教
幼授
教松
授岡
松孝
阿鬼
孝
F呈



「
線
肱
町
風
平
総
論
教
授
小
島
昌
太
郎
。
人
口
統
計
教
授
財
部
町
町
治

特
別
講
義
)
外
圏
内
凶
蒋
諭
教
授
符
口
吉
彦
。
産
業
組
合
論
教
授
八
木
芳
之

↑助
o

都
市
純
管
論
助
教
授
巾
川
奥
之
助
。
日
本
資
本
主
義
の

F

成
文
助
教
授
堀
江
保
歳
。
悌
金
融
諭
胡
教
授
松
岡
孝
見
。

O 
部

長

更

迭

昭
利
十
↑
一
午
二
月
十
日
付
を
以
て
左
記
の
泊
り
吏
泣
あ
り
た
り
，
。

イ

日

制

I
A
m
ん
官
刈
L

へ
担
問
ヰ
町
H
h
v
巾一

-
t
E
F
1
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A
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沖

佐

川

沖

花

開

補
京
都
市
岡
大
串
経
済
車
部
長

fタ

見

。
鰹
晴
間
畢
曾
-
月
例
曾

一
月
廿
五
日
(
月
)
牛
後
七
時
よ
り
集
亥
命
H

館
に
て
開
催
、
左
記
の
報
告

が
あ
っ
た
。

一
、
所
謂
倫
列
的
経
済
皐
に
於
け
る
人
間
皐

出

勇

護主

氏

1::] 

、

ハ
ー
バ
一
プ

l
貿
易
理
論
の
統
一
的
現
併
と
若
干
の
批
列

桧

井

清

氏

出
口
氏
報
告
心
要
旨
は
失
の
如
〈
で
あ
る
。
ー
ー
ー
新
豚
史
皐
汲
の
理
論

印
ち
倫
理
的
経
済
皐
の
代
表
者
、

シ
ユ
モ
ラ

1
及
び
ワ
グ
ナ

1
は
、
英
凶

経
済
皐
と
一
位
合
主
義
経
済
皐
に
抗
し
て
図
民
経
梼
を
倫
理
化
せ
ん
事
を
意

闘
し
た
が
料
済
を
倫
理
化
す
る
と
は
如
何
な
る
意
味
か
9

之
を
問
ふ
た
め

に
我
々
同
彼
等
が
純
作
行
伐
を
如
何
に
把
慌
し
た
か
、
印
ち
彼
等
白
人
間

出
晴
子
手
吟
味
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
彼
等
は
共
に
終
桝
生
前
従
丹
て
附

民
経
済
を
、
技
術
的
側
而
と
心
則
的
(
倫
明
的
)
側
面
と
に
区
別
し
て
、
白

出
主
義
経
消
曜
の
人
間
典
判
官
ホ
モ
・
エ
コ
ノ
ミ
ク
ス
を
却
け
る
と
共
に
、

4
ヨ
〉
=
問
自
き
し
弘
、
長
一
L

パ生
b
L
U
め
司
るω
士

-JJ

【

.

J
『

R
F
4
4
4
d

，，~云=4
ぷふ，

F
4
t
ι
-
E正n
1
d
0
i

、J
〈

l
4
ρ
且
、
、
一
詔
州
川
川
〆
/
，
可i
町一こ-『完ヨ尋司

4
汀
司
工し

RI¥ 

皐
白
人
間
撃
に
も
反
劃
し
た
c

従
円
て
資
本
主
義
乱
他
人
官
の
一
E
結
果
を
、
心

理
的
側
面
を
強
制
し
、
そ
の
枇
A
W
態
と
し
て
の
制
度
を
改
良
す
る
こ
と
に

よ
り
之
を
除
去
せ
ん
と
し
た
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
卸
e
h
J

駐
合
政
策
で
あ

る
。
而
し
で
か

L

る
人
間
早
に
到
す
る
批
列
の
要
貼
は
(
ご
粧
桝
行
縞
の

二
一
間
性
の
持
摘
は
根
掠
が
あ
る
が
、
粧
神
間
島
干
の
劉
象
が
そ
の
枇
A

明
日
性
に
於

い
て
捉
へ
ら
れ
て
ゐ
な
い
こ
と

(
此
の
釘
象
抱
援
の
錯
誤
が
方
法
論
宇
を

惹
起
し
た
の
で
あ
る
)
、

(
二
)
彼
等
の
人
間
血
中
に
は
賂
史
哲
問
中
的
根
械
が

依
け
て
ゐ
る
こ
と
、
(
三
)
彼
等
の
人
間
墜
に
は
主
控
牲
に
於
け
る
反
省
が

な
〈
、
主
観
道
徳
を
以
て
符
せ
ん
と
す
る
に
過
ぎ
ぬ
こ
正

(
之
が
祉
令
政

策
翠
舎
の
必
然
的
運
命
印
ち
没
倒
値
性
理
論
に
よ
る
彼
等
四
後
退
を
惹
起

し
た
)

で
あ
る

o
l
-
-



次
に
松
井
氏
報
告
。
要
旨
は
左
の
如
く
で
あ
る
。

-

1

↓
古
典
墜
汲
の
比

般
生
産
究
設
は
剖
論
的
に
は
正
し
い
が
現
質
的
に
は
何
物
を
も
設
明
し
得

な
い
と
一
五
ふ
非
難
の
諜
が
屡
々
愛
せ
ら
れ
る
の
ほ
、
そ
の
設
の
徐
り
に
丙

き
抽
象
性
に
よ
る
も
の
と
官
へ
る
で
あ
ら
う
が
、
迂
代
に
於
げ
る
比
較
生

高
地
質
説
円
間
待
一
は
、
閉
山
か
ら
恥
L

る
抽
象
性
を
除
き
去
っ
J

旧
来
る
だ

T
見
b
M
4

ご
立
っ
く

'
z
t
h
t長
一
い
さ
ル
て
計
り

t
王ム
T

J

f

t

e

〈

{

イ

一

f

I

4

ハ
l

パ
ラ
!
の
貿
易
則
前

も
か
、
為
る
試
み
の
一
つ
司
と
し
て
捉
へ
ら
る
べ
き
ポ
あ
る
。
印
ち
ハ

1
パ一
7

ー
は
比
較
生
産
費
誌
か
ら
必
働
費
用
論
を
排
除
し
、
そ
れ
に
代
ふ
る
に
機

合
費
用

3
2
5
Z
Zヨ
ユ
}
(
ザ
止
の
理
論
一
を
以
で
し
た
の
で
あ
る
。
去
し
機

'
材
費
川
の
珂
諭
は
、
労
働
費
用
論
が
普
通
的
生
走
手
段
H
努
励
。
存
十
忙
の

み
を
前
川
叫
す
る
に
針
し
、
多
粍
類
。
生
産
手
段
が
存
十
代
す
る
場
合
に
も
安

常
す
る
が
故
に
遁
か
に
具
値
的
で
あ
る
と
一
五
ば
ね
ば
な
ら
ぬ
。
併
し
ハ

1

ハ
ラ
貿
易
理
論
も
主
た
、
従
来
の
貿
易
問
諭
と
同
様
、
生
産
の
構
造
に

喜
一
〈
無
閥
心
で
あ
っ
た
知
に
克
に
批
判
さ
る
べ
き
畿
地

E
残
し
て
ゐ
る
の

で
あ
っ
て
.
ρ

ー
バ
一
プ
ー
が
古
典
型
汲
を
越
え
ん
と
し
な
が
ら
而
も
貸
質

的
な
意
味
に
於
い
で
そ
れ
を
越
え
得
な
か
っ
た
の
は
、
彼
が
生
産
自
権
語

を
問
題
と
せ
ず
、
従
っ
て
貿
易
現
象
を
一
位
入
目
的
再
生
産
過
程
の
一
環
止
し

で
捉
へ
な
か
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
ら
う
。

-
1
i

出
品
者
。
谷
口
、
八
木
、
大
塚
、
中
谷
、
白
杉
、
島
、
松
井
、
山
間
の

諸
先
生
。
州
淳
、
本
円
峰
、
大
谷
、
間
合
、
附
木
、
菊
刷
、
北
町
、
小
泉
、

間
際
、
武
川
、
出
口
、
服
部
、
前
川
、
松
陀
(
彰
)
の
諸
氏
。
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直R

日
本
勧
業
銀
行
京
都
支
防

京
都
市
上
京
匝
烏
丸
詔
一
候
上
ル
問
入

} 

"民I'

湖
洲
大
石
橋
尚
銭
地
方
事
務
所

~[\ 

野
村
銀
行
秘
書
課

閤
官
市
常
雄
町
ご
一

日
本
生
命
保
険
株
式
合
枇
瀬
戸
出
張
所
長

瀬
戸
布
附
原
町
=
三
四
二
電
一
-
二
七
七
)

年IJ夫

日
本
勧
業
銀
行
本
商

手町

東
京
市
北
川
削
直
原
町
三
三
三

大
阪
住
友
官
線
製
法
所

兵
山
陣
肺
脚
武
山
陣
郡
精
道
村
釘
出
火
大
リ
一
八
ノ

(
電
芦
屋
ニ
セ
丸
四
)

大
阪
市
住
吉
区
松
崎
町
二
丁
員
十
九

(
電
天
王
寺
回
目

O
)

裂iW 与j

東
京
市
赤
坂
直
高
樹
町

E高

大
円
木
紡
杭
株
式
合
一
枇
計
算
川

大
阪
市
刊
吉
区
旭
町
二
丁
目
昭
三
和
策

(
電
戎
三
五
O
八
)
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兵
山
用
耐
悼
式
草
郡
打
出
塙
ノ
内
一
九

木
村
万
一
方

者ま

帯
関
市
東
二
候
七
丁
目

北
海
誼
桁
殖
銀
行
支
出

大
町
州
市
泉
硯
北
潰
四

I
日一一↑八

一
立
川
信
託
株
式
命
日
枇
大
阪
支
出

:K 

耐
問
豚
大
牟
同
市
有
明
町
六
九

二
一
序
一
日
一
池
節
業
所

f台

明性川
4

半
焼
~
竹
漬
町

F引
H 

間
立
い
へ
刷
大
術
大
山
川
ヘ
ー
一
ル

出
洲
興
業
鉱
行

郎
内
レ
ん
而
下
仲
間

J'H
合

力

長
崎
牒
東
彼
杵
郡
大
村
町
四
七
四

中
川
三
郎
方

1:& 

東
京
府
書
記
官
総
務
縮
長

京
京
市
芝
斑
芝
公
闘
一
八
ノ
七
官
合

i古

.m:.J，瓦公
苫京社
面市侵
害国ドモ傑
磐田式
""谷引
宍医受
芸玉責
宍JI1貨
と尾及
11.[ iÍ~ 
町業
四金
五融
業

素

内
閣
続
計
局
人
口
課

東
京
市
奥
島
斑
巣
鴨
六
ノ
一
五
三
五

E正

尼
ケ
崎
市
北
城
内
一
二
九
ノ

→-k二E

山
陽
線
一
一
一
回
尻
踊
島
班

良

京
都
市
左
京
直
下
鴨
北
関
町
六
ノ


